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第１０分科会

学習支援における教職協働と第三の職種

報告者

中西　勝彦　（京都産業大学 共通教育推進機構 キャリア教育担当）

吉沢　一也　（大阪体育大学 学習支援室）

国府田秀行　（聖学院大学 学事局大学学務部 ラーニングセンター事務課）

コーディネーター

耳野　健二　（京都産業大学 法学部 教授）

今日の高等教育がはらむ様々な問題は、伝統的な教員・職員の二分法だけでは十分に解決でき

ないものが多 あ々り、これに対処するために教職協働はもとより、さらには第三の職種の必要性

までもが説かれるようになっている。リメディアル教育等に関わる「学習支援」の場は、このよう

な問題が最も深刻に表れる場面の一つである。そこで本分科会ではこの主題をとりあげ、①「学

習支援」において「教職協働」とはどのようなものか、それはどうすればうまく機能するのか、

あるいは、②「学習支援」における「第三の職種」とはどのようなものか、それは誰がどのよう

にして担うのか、そしてその専門性や制度上の位置づけはどのようなものか、といった問題点を、

様々な角度から検討したい。そのために本分科会では、先進的な取り組みをしておられる幾つか

の大学の事例を報告していただくとともに、参加者の皆さんが相互に意見交換をおこなう時間を

設け、様々な課題と成果を共有できる場としたい。
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＜第10分科会＞

学習支援における教職協働と第三の職種

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者 　

コーデΟネーター

I.　分科会ͷͶΒい
ɹ近年大学改革Λ遂行͢ΔʹあͨΓɺ教職協働ͷ

重要性͕·͢·͢高·ͬͯいΔͷΈͳΒ ɺͣ教員

ͱ職員ͱいう従来ͷ二分法的枠組ΈͰ十分ʹ対

処͠えͳい第三ͷ職域͕登場ͭͭ͠あΔͷͰͳ

い͔ɻ͞ΒʹɺͦͷΑうͳ第三ͷ職域ʹͭいͯɺ

ͦΕ自体ͷ専門性Λ検討͖͢Ͱͳい͔ɻ高等

教育ʹ関わΔϚネδϝンτΛ考えΔͱ͖ ɺ近年ɺ͜

ͷΑうͳ問題ͷͭ 重Έ·͢·͢強·ͬͯいΔΑ

うʹ思わΕΔɻ本分科会ɺ͜ͷ問題Λͱ͘ ʮʹ学

習支援ʯͱͷ関連͔Β考えΔ ͱ͜ΛςーϚͱ͠ ͨɻ

ɹʮ学習支援ʯΛςーϚͱ͢ Δʹ当ͨͬͯɺ学生

ͷ学力下ϝンλϧ面ͷ問題ɺ初年次教育ͷ重

要性ͳͲɺ͜Ε·ͨ教育課程ΧϦキϡϥϜͷ面Ͱ

伝統的ͳΞΧσϛζϜͷ枠内Ͱ対処ͷ困難ͳ問

題͕複合的ʹ入Γ͜ ΜͰいΔɻͦͷͨΊɺ͜ ͜ʹɺ

研究者ͱ͠ ͯͷ訓練Λ受͚͖ͯͨ伝統的ͳ大学教

育像Ͱ十分ʹ対処ͮ͠Βい面͕あΔͱ考え͟Δ

Λえͳいɻ

ɹ͜ͷΑうʹ見ͯ͘ Δͱɺʮ学習支援ʹ͓͚Δ教職

協同ͱ第三ͷ職種ʯɺ＜教職二分法ͷ再検討＞

ͱ＜ΞΧσϛοΫͳ専門教育ͷ再検討＞ͱいう二ͭ

ͷ深刻ͳ問題Λ同時ʹ抱え込ΜͰいΔ ͱ͕͜分͔

Δɻ今回ͷ分科会Ͱɺ͜ͷΑうͳ問題ʹ対͠ɺ

主ͱ͠ ͯ大学職員ͷ͓立場͔Β優Εͨ実績Λあ͛

͓ͯΒΕΔ三名ͷ方ʹ͝報告Λい͖ͨͩɺάϧー

ϓワーΫΛ交えͳ͕Βɺ参加者ͷ皆͞Μͱ考えΔ

試ΈΛ行ͬͨɻ

II.　報告ͷ概要
本分科会ͷϓϩάϥϜ次ͷΑうͳͷͰあͬͨɻ

29 名

中西　勝彦　ʢ京都産業大学 共通教育推進機構 キャϦΞ教育担当ʣ

吉沢　一也　ʢ大阪体育大学 学習支援室ʣ

国府田秀行　ʢ聖学院大学 学事局大学学務部 ϥーニングセンター事務課ʣ

耳野　健二　ʢ京都産業大学 法学部 教授ʣ

10：00 － 10：05 趣旨説明

10：05 － 10：40 ʲ報告ᶃʳ

京都産業大学共通教育推進機構ʢキϟϦΞ教育

担当ʣɹ中西勝彦氏

ʮ学習支援ʹ͓͚Δ教職協働ͱ第三ͷ役割～キϟ

ϦΞ教育科目ͷ現場Λ例ʹ～ʯ

10：40 － 12：00 άϧーϓワーΫ・午前ͷ部ʮ学習支援ʹ͓͚Δ

教職協働ͷ現状ͱ課題ʯ

12：00 － 13：30 昼食休憩

13：30 － 14：20 ʲ報告ᶄʳ

大阪体育大学学習支援室ɹ吉沢一也氏

ʮ学習支援ʹ͓͚Δ第三ͷ職種ɹ大阪体育大学学

習支援室ͷ機能ͱ役割ʯ

ʲ報告ᶅʳ

聖学院大学学事局大学学務部ϥーχンάηン

λー事務課長代行ɹ国府田秀行氏

ʮ聖学院大学ϥーχンάηンλーͷ活動ʹͭいͯʯ

14：20 － 15：30 άϧーϓワーΫ・午後ͷ部ʮ学習支援ʹ͓͚Δ第

三ͷ職種ͷ可能性ʯ

ɹ報告ᶃͷ中西報告Ͱɺ京都産業大学Ͱ職員

ͱ͠ ͯキϟϦΞ教育関連ͷ科目Λ担当ͯ͠ いΔ͝経

験Λͱʹɺ教員ͱ職員ͷ間ʹ生ͣΔ多様ͳ業務

ͱͦ Εʹ関連͢Δ課題ͳͲΛ͓話͠いͨͩいͨɻ

ɹ報告ᶄͷ吉沢報告Ͱɺ大阪体育大学ͷ学習

支援室ͷ役割職務ͷ紹介ͱͦ Εʹͱͳう学習

支援ελοϑͷ意義ʹͭいͯ͝検討いͨͩいͨɻ

ɹ報告ᶅͷ国府田報告Ͱɺ聖学院大学ͷϥー

χンάηンλーͷ設置形態ͱ職務内容ͷ͝紹介Λ

い͖ͨͩͳ͕ΒɺΓ学習支援ελοϑͷ意義

ʹͭいͯ͝報告いͨͩいͨɻ

ɹͳ͓ɺ各報告ͷ詳細ʹͭいͯɺ後出ͷ報告

者͔Β提供いͨͩいͨ資料Λ͝ 覧い͖ͨͩͨいɻ

ɹ·ͨɺ午前・午後ͱʹ報告ͷ後ʹͦΕͧΕɺ

報告内容Λ手掛͔Γͱ͠ ͨάϧーϓワーΫΛ͓͜ͳ

いɺ参加者全員ͰςーϚʹ関わΔ諸問題ͷ検討Λ

͓͜ͳͬͨɻάϧーϓワーΫͰɺ参加者Λ六ͭ
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1.ɹ学習支援ʹ関ͯ͠ 第三ͷ職種必要͔ ? 必

ɹɹ要Ͱͳい͔ ?ɹͦͷ理由 ?

2.ɹ学習支援ʹ関͢Δ第三ͷ職種ͷ専門性ͱɹ

ɹɹ何͔? ʢあΔい専門性Λ構成͢Δ要素

ɹɹ何͔ ?ʣ

3.ɹ学習支援ʹ関͢Δ第三ͷ職種͕成立͢Δͨ

ɹɹΊʹ何͕必要͔ ?

ɹ3.1.ɹ個人Ϩベϧ

ɹ3.2.ɹ組織Ϩベϧʢ部局ɺ大学ɺ等ʣ

ɹ3.3.ɹ国家・社会Ϩベϧʢ政府ɺ社会一般等ʣ

ͷάϧーϓʹ分͚ɺ午前ͱ午後Λ通ͯ͠ 各άϧーϓ

同͡ϝンόーͰワーΫΛ͓͜ͳͬͨɻ

III.　報告ʹ対すΔ質疑ͳΒびʹ全体討議

　　 ͷ内容

ɹ
1. 概要

ɹ上記ͷΑうʹɺ本分科会Ͱ質疑ͷ代わΓʹά

ϧーϓワーΫΛ͓͜ͳͬͨͨΊɺ͜͜ Ͱͦͷ報告

Λ͓͜ͳうɻ

ɹ本分科会ͰɺύネϦετ͓Αͼ参加者Λ 6 ά

ϧーϓʹ分͚ɺ午前・午後Λ通ͯ͡άϧーϓワー

ΫΛ͓͜ͳͬͨɻͳ͓ͦͷ͞いɺ京都産業大学教

育支援研究開発ηンλーΑΓ 5 名ͷελοϑʹ͝

協力い͖ͨͩ ɺίーσΟネーλ加えɺ合計 6 名

͕ϑΝγϦςーλͱ͠ ͯ各άϧーϓʹ加わͬͨɻ

ɹ午前ͷάϧーϓワーΫͰɺ中西報告Λ手掛͔

Γͱ͠ ͯɺ各άϧーϓͰ以下ͷΑうͳ論点ʹͭいͯ

ワーΫ形式Ͱ議論ͯ͠ いͨͩいͨɻ

1.ɹ学生ͷ学力下・学習意欲

2.ɹ学生ͷϝンλϧɺ生活習慣

3.ɹΧϦキϡϥϜ授業ͷあΓ方

4.ɹ教員ͷ意識教育方法

5.ɹ職員ͷ意識学生ͷ対応ͷ仕方

6.ɹ学習支援組織ͷあΓ方ʢ制度上ͷ位置ͮ

ɹɹ͚ɺ既存委員会ͱͷ関係ͳͲʣ

7.ɹ予算

8.ɹ大学τοϓ層ͷ意識Ϧーμーγοϓ

9.ɹΫϥϒ等ͷ課外活動

10.ɹ教室情報機器ɺキϟンύε等ͷΠンϑϥ

11.ɹͦͷ他

ɹ午後ͷάϧーϓワーΫͰɺ吉沢報告ɺ国府

田報告Λ手掛͔Γͱ͠ ͯɺ各άϧーϓͰ以下ͷΑ

うͳ論点ʹͭいͯΓワーΫ形式Ͱ議論ͯ͠ い

ͨͩいͨɻ

ɹ各άϧーϓʹɺ三名ͷ報告者ͷ皆͞Μʹͦ

ΕͧΕ分͔Εͯ参加ͯ͠ いͨͩいͨɻ以下ͷ報告

ͷͱ͓Γɺ各άϧーϓͰ活発ʹ͞·͟·ͳ意見

͕出͞Εɺ実Γ多い時間ͱͳͬͨɻ

2. 各グループͰͷ議論ʹついͯ 

͜͜ Ͱɺ各άϧーϓͷ議論状況Λ簡潔ʹ報告͢Δɻ

○グループ 1ʢ耳野健二ʣ

ɹ·ͣ午前ͷʮ学習支援ʹ͓͚Δ教職協働ʯͱ

いうςーϚʹ関͢ΔワーΫͰɺͦΕͧΕͷ勤

務校Λ念頭ʹɺ直面ͯ͠いΔ課題各自ͷ問題

意識Λ示ͯ͠いͨͩいͨɻͨͱえɺ学生ͷ学

力下・学習意欲ͷ問題ͱͯ͠ɺʮ大学Ͱͷ

学ͼΛ理解Ͱ͖ͳい学生͕いΔʯʮ学生ͷ学力・

意識ͷ意欲ͷ下ʯ͕見ΒΕɺ͜ Εʹ対ͯ͠ʮ動

機付͚ʯʮϩーϧϞσϧʯͷ提示ͳͲ͕有効

ͱͷ意見͕あͬͨɻ·ͨ学生ͷϝンλϧͷ問題

ʹɺʮキϟンύείϛϡχςΟーͷ形成支援ʯ

ʮ傾聴・ΦーϓンϚΠンυɺ失敗ͷͰ͖Δ教育ʯ

ͷ重要性͕指摘͞ΕͨɻSD ʹ͔͔わΔ意見ͱ

ͯ͠ɺʮ職員教育ʹ関わΒͳͯ͘Αいͱ͢

Δ意識Λ変えͯゆ͘必要͕あΔʯͱͷ指摘͕

あͬͨɻ͞Βʹʮ啓発活動Λ継続͠ɺ突出ͨ͠

能力Λͭ職員Λ生Έ出͠ɺ͔ͦ͜ΒϒϨーΫε

ϧーΛͯ͠ゆ͘必要͕あΔʯͱͷ͜ͱͰあͬͨɻ

ɹ͜ΕΒΛふ·えɺ午後ͷʮ学習支援ʹ͓͚Δ第三

2ɹ以下ͷ各άϧーϓͷ報告ɺ分科会当日ɺ当該άϧーϓͷ

ϑΝγϦςーλΛ務Ίͨ者ʹΑΔɻ各ϑΝγϦςーλͷ所属等

ʹͭいͯɺ注ʢ1ʣΛ参照ɻ

1

1ɹ分科会当日ʹϑΝγϦςーλͱ͠ ͯ͝協力ͩͬͨ͘͞ελο

ϑͷ͓名前Λɺ͜͜ʹ感謝ͱͱʹ記ͯ͠ ͓͘ɻ佐藤賢一ʢ京

都産業大学総合生命科学部教授ʣɺ洋ʢ京都産業大学大学

学長室教育支援研究開発担当課長ʣɺ山内尚子ʢ京都産業大

学学長室教育支援研究開発担当課員ʣɺ児玉英明ʢ京都産業

大学大学学長室教育支援研究開発担当課員ʤ分科会当時ʥʣɺ

中澤正江ʢ京都産業大学大学学長室教育支援研究開発担当

課員ʣɺͷ諸氏ͰあΔɻ

2
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ͷ職種ʯͷ必要性ʹͭいͯ考えͯいͨͩいͨɻ

ʮ必要ʯͱ͢Δ意見ͱͯ͠ɺʮ高等教育ͷ多

様化Λ考えΕ必要ͰあΔʯ͕ɺΉ͠Ζʮ第四ɺ

第五ͷ職種ʯͱいう形Ͱɺ新ͨͳ職域・職種自体

͕多様化ͯ͠ いΔ現実ʹ目Λ向͚Δ͖ͱͷ指摘

͕あͬͨɻ͜ͷ点ͰͲ͜ʹ照準ΛあͯΔ͔͕重要

ͳϙΠンτʹͳΔɻ· ʮͨ教員・職員ͷいͣΕ͕

ͪあわͤͯいͳいεキϧʯΛ身ʹ付͚ ʮͨ教育

支援ʹ特化ͨ͠支援Λ行ͳえΔ職員ʯ͕必要Ͱ

ͳい͔ͱͷ指摘あͬͨɻ他方Ͱɺ現時点Ͱͷ早

急ͳ導入ʹ慎重ͳ意見少ͳ ͳ͔ͬͨ͘ɻ͢ͳ

わͪɺ͜ΕΒͷ職種ʮ学内Ͱͷ人材育成機関ͷ

Έ必要ʯʮ授業ϓϩάϥϜͷ立ͪ上͛時ͷΈ必要ʯ

ͱいう意見ɺ Β͞ʹɺʮ現有ͷ教職員͕·ͣ十

分ʹ力Λ発揮͢ ʯ͖ʮ予算確保ͷ困難ʯʮ制度設

計ͷ難͠ ʯ͞ͱいͬͨ問題͕指摘͞Εͨɻ

ɹ以上ͷΑうʹɺʮ第三ͷ職種ʯͷ必要性ʹͭい

ͯあΔ程度ͷ理解ΈΒΕΔͷͷɺ実際ͷ導入

ʹ制度上ͷ難点͕多 ɺ͘早期ͷ実現ʹ·ͩ·

ͩ多 ͷ͘課題͕残͞ΕͯいΔɺͱいう論調Ͱワー

Ϋ進Μͩɻ現状Ͱɺͦう͠ ͨ状況Λ個々ͷ教

職員ͷʮ頑張ΓʯͰ何ͱ͔͠ͷいͰいΔΑうͳ場面

少ͳ ͳ͘ ɺ͘͜Εʹ制度ͷ不備予算不足͕重

ͳΓ問題Λ͞Βʹ難͘͠ ͯ͠ いΔɺͱいうͷ͕大方

ͷ認識ͷΑうͰあΔɻ·ͨɺʮ第三ͷ職種ʯͱいͬ

ͯɺͦΕ自体͕͖わΊͯ多様ͳ内容Λ含Έɺ単

純ʹ議論Ͱ Δ͖ͷͰͳいͱͷ指摘·ͨ大いʹ

首肯Ͱ Δ͖ͷͰあͬͨɻ

ɹ他方ɺ͜ͷΑうʹ様々ͳ問題͕あΔʹ͔͔

わΒͣɺ急速ʹ変化ͭͭ͠あΔ高等教育ͷ世界

Ͱɺ従来ʹͳい発想Ͱ新ͨͳ職務Λ創造的ʹ展

開͢Δ͜ͱͷ必要性ʹͭいͯɺΓ参加者

ͷ皆͞Μʹ共通ͯ͠ いΔΑうʹ感͡ΒΕɺ生産

的ͳ議論ͷ余地·ͩ·ͩあΔͱ思ͬͨɻ

○グループ 2ʢ佐藤賢一ʣ

ɹάϧーϓ̎Ͱ前半部Ͱ計６名ɺ後半部Ͱ同

͡ϝンόーʢ 名̍退出ʣʹ 吉沢一也氏Λ加えͨ計６

名ͰάϧーϓワーΫΛ行ͬͨɻ全体的ʹ誰͔ʹ偏

Δ ͱ͜ͳ ɺ͘ϝンόー全員͕Α͘ 発言͠ɺΑ͘ 発信ʢ付

箋紙ʣͰ͖ͯいͨɻͨͩ͠ɺ前半部う少͠時

間͕あΕɺΑΓ詳細ʹ個 人々ͷ問題意識ʹ接͢

Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨͷͰͳい͔ͱ感ͨ͡ɻ後半部ͷ

議論͕抽象的Ͱ進Έ行͖͕難͘͠ 感͡ΒΕͨ

ͷʹ比Δͱɺ前半部ͰΈͳ͞Μʮ言いͨいʢ具

体的ͳʣ ͱ͜山΄ͲあΔʯͱいう印象Ͱあͬͨɻ

ɹ前半部ʮ現状ͱ課題ʯͰあΒ͔͡Ί与えΒΕ

ͯいͨキーワーυͷうͪɺᶃ学生ͷ学力下・・

ͱᶄ学生ͷϝンλϧ・・ʹ関わΔͷɺ͓Αͼᶆ

教員ͷ意識教育方法ͱᶇ職員ͷ意識・・ʹ

関わΔͷʹͭいͯͷ意見交換͕特ʹ活発ʹ行わ

Εͨɻ͜ͷ意見交換Ͱ͞Βʹɺ教職員ͷ連携

不足ʢ仕組ΈあΔͷʹͰ͖ͳい・・ͱいう印象ʣ

ͱ教職員ͱ学生ͷあいͩͷ連携ͷ困難 ʢ͞仕組Έ

ͦͷͷ͕ͪΌΜͱͰ͖ͯいͳい・・ͱいう印象ʣ

͕問題ͷ核心ͰあΔͱいう点ʹ共通認識͕持ͨΕ

ͯいͨɻ特ʹ教職員ͱ学生ͷ間ͷ問題ʹͭいͯɺ

担任制νϡーλー制ͳͲͷ͖Ί細͔ͳ͘͠ Έͷ

有効性実現可能性͕Α͘ 論͡ΒΕͨɻ

ɹ後半部ͷʮ第三ͷ職種ͷ必要性ʯʹͭいͯɺ

必要性Λ認ΊΔ意見͕多数Ͱあͬͨͷͷɺ職

員ͱͷ職務内容・職責ͷ違いΛ明確ʹ͢Δ͜ͱͷ

困難͞ɺあΔい補助金ͷ内容ʹ基͖ͮ学内外ʹ

整合性Λ示͢͜ͱ͕Ͱ͖Δ͔ͨͪͰͷ雇用ͷ困難

͞等ɺ運用上ͷ問題点͕指摘͞Εͨɻ·ͨ教職

員ͷ協働ʹΑΓ第三ͷ職種領域ΛΧόーͰ͖ͳい

͜ͱ自体͕問題ͰあΔͳͲͷ視点͔Β不必要ͱ͢

Δ意見出ͯいͨɻ͞Βʹ͜ͷ問題大学間Ͱ

統一͞Εͨ見解Λ持ͭ͜ͱ難͘͠ ɺ個々ͷ大学

ͰͦΕͧΕͷ状況ʹあͬͨ組織ͮ Γ͘Λ行うͱい

う観点͔Β掘Γ下͛Δ͖Ͱͳい͔ɺ͢ͳわͪɺ

大学間ͷ情報交換ͷ場ΑΓɺ大学内ʹ議論ͷ

場Λ移ͨ͠΄う͕ΑΓ効果的Ͱͳい͔ͱいう見方

͕あΔ ͱ͕͜認識͞Εͨɻ͜ͷΑうͳ ͱ͕͜見えͯ

͖ͨ͜ͱ含Ίɺ有意義ͳ議論͕あΔ程度Ͱ͖

ͨͱ感ͯ͡いΔɻ

○グループ 3ʢ　洋ʣ

ɹ午前・午後ͷワーΫΛ通ͯ͠ ɺʮ第三ͷ職種ͷ必

要性ʯ͕ϝΠンςーϚͱͳͬͨɻ· ɺͣ京都産業大
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学ͷ学生ＦＤελοϑ͕口火Λ切Γɺʮ学生͔Β͢

Δͱɺ学生ʹ対͢Δ教育支援ʹ͓いͯɺͦͷ職

ͷ方͕教員ͰあΖうͱɺ職員ͰあΖうͱ問題Ͱͳ

ɺͦ͘ͷ機能Λ有͢Δ方ͰあΕ良いʯͱͷ発言

͕あΓɺ͜ ͔͜Βɺ議論͕展開ͨ͠参加ϝンόー͕ɺ

· ʮͣ第三ͷ職種ʯ͕必要ͰあΔͱいう前提͔Β

Ͱͳ ɺͦ͘ͷΑうͳ役割ΛＦＤＳＤͰ身ʹ着͚

Δͷ͕最良いͷͰͳい͔ͱいう指摘͕多 Λ͘

占Ίͨɻ· ʮͨ第三ͷ職種ʯͱいうͷ͕ͲͷΑう

ͳͷ͔ʹͭいͯ定義͢Δͱ͜ Ζ·ͰͰ͖ ɺͣ漠

然ͱ͠ ͨΠϝーδͰ議論Λ展開͢Δ ͱ͜ͱͳͬͨɻ

ɹ午後ɺ͜ΕΒͷ指摘Λふ·えͭͭɺʮ学習支

援ʹ͓͚Δ第三ͷ職種ʯ͕必要ͰあΕɺ外部ͷ

専門家ʹΑΔ取組͕妥当ͰあΔͱͷ意見͕出͞Ε

͕ͨɺ教育機関ͱ͠ ͯͷ根幹ͰあΔ学生指導ͷ部

分ɺ各大学ͷ建学ͷ理念等ʹ基͖ͮ決ͯ͠ 外注

͖͢ͷͰͳ ɺ͘大学͕責任Λͬͯ学生Λ

育成Ͱ͖ͳ ͳ͘Δͱͷ反対意見͕あΓɺ͜Εʹ賛

同͢Δͷ͕多͔ͬͨɻ

ɹ全般的ʹɺいわゆΔʮ第三ͷ職種ʯͷ業務内容

機能ʹͭいͯɺ皆必要ͱ͠ ͯいΔͷͷɺʮ第

三ͷ職種ʯͱ͠ ͯ学内ʹ新͘͠ 設置͢Δͱいう共通

認識ʹ至Βͳ͔ͬͨɻͦͷ結果ɺ必要ͱ͞ΕΔ

専門性Λ育成͢Δʹɺ従来Ͳ͓Γͷ大学教学改

革ʹ取Γ組ΜͰ頂͚Δ教員ͱ連携ͨ͠教職協働体

制ͷ構築ɺ職員ͷ学内人事異動Λ頻繁ʹ行わ ɺͣ

職員ͷキϟϦΞύεΛ考慮ͨ͠専門性ͷ蓄積Λ可

能͢ΔͳͲ課題Λ改Ίͯ解決͖͢ͰあΔͱいう

認識ͱͳͬͨɻ

○グループ4ʢ児玉英明ʣ

1.　学生ͷ伸びしろͰ勝負すΔͱいう未来志向型

　　ͷふんぎΓ

ɹ大学ͷ機能別分化ͱいう͜ ͱ͕言わΕΔ͕ɺ機

能別ʹ分化͢Δ前提ʹɺ自大学ͷ置͔Εͨ立ͪ

位置ΛあΓͷ··ʹ受͚入ΕΔͱいうɺ非常ʹ難͠

い行為͕必要ͱ͞ΕΔɻ今回ͷάϧーϓワーΫͰ

ɺ例え理工系ͷ単科大学ͷ成功事例ʹ言及

Δ͢教職員͕複数いͨ ͕ɺʮ自大学偏差値Ͱ

勝負Ͱ͖ͳいɺ͜Ε͔Βɺ偏差値あΓͷ·

·ʹ受͚入Εͯ学生ͷ伸ͼ͠ΖͰ勝負͢Δͷͩʯͱ

いう転換ɺ未来志向型ͷふΜ͗Γ͕ɺ大学ʹͰ

͖Δͷ͔Ͳう͔ʹ͔͔ͬͯいΔͱいう形Ͱɺάϧー

ϓワーΫͷ議論終了ͨ͠ɻ

ɹ学習支援ʹ関ͯ͠ ɺ上位校ʹ不要Ͱɺ下位

校ʹ必要ͱいう意見あ͕ͬͨɺͦͦ自分ͷ

勤務͢Δ大学͕上位校ͳͷ͔ɺ下位校ͳͷ͔ɺ学

内ͰͦͷふΜ͗Γ͕͔ͭͳいͨΊɺ結局ɺ話͕

ͳ͔ͳ͔進·ͳいͷͰͳい ͱ͔いう議論ʹͳͬͨ ɻ

2.　学習支援ͷ阻害要因何͔

ɹ意外ͳ流Εʹͳͬͨͷɺ学習支援ͷ阻害要

因何͔ͱいうςーϚͰあΔɻ学習支援ͷ阻害要

因研究志向ͷ強い教員ͰあΔͱいう議論ΑΓɺ

Ή͠Ζ阻害要因ͱͳͬͯいΔͷ大学職員ͳͷͰ

ͳい͔ͱいう議論͕ɺ参加者ͷ半数͔Β出͖ͯ

ͨɻ͜Εɺ基調報告Λ担当ͨ͠中西先生ͷ講演

ʹ関わͬͯ͘ Δ͕ɺ意欲・単位ͷ学生Λ支

援͢ΔΑうͳ教育ϓϩάϥϜΛ開発ͨ͠際ʹɺͦͷ

Αうͳ試Έʹ慎重ͩͬͨͷɺΉ͠Ζ大学教員Ͱ

ͳ͘大学職員ͰあΔͱいう指摘ͰあΔɻͭ·Γɺ

自大学ͷ成績優秀者εϙーπ優秀者͕ͦͷ··

大学職員ͱ͠ ͯ採用͞ΕΔέーε͕多い私立大学

Ͱɺ自大学ͷエϦーτ層͕職員ʹͳͬͯいΔͨ

Ίɺ入学ͯ͠ Δ͘学生ͷ学力下意欲下ͷ実

態Λ正確ʹ把握Ͱ͖ͯいͳいͷͰͳい͔ͱいう

議論ʹͳͬͨɻ学習支援ͷ前提ʹɺ自大学

偏差値Ͱ勝負Ͱ͖ͳいͱいうふΜ͗Γ͕

必要ͰあΓɺ昔ͷ右肩上͕Γͷ学生像Λͻ͖ͣͬ

ͯいΔͱ機動的ʹ対応Ͱ͖ͳいͱいう実感͕あΔɻ

·ͨɺ学習支援ϓϩάϥϜΛ積極的ʹ打ͪ出͢͜

ͱ͕大学ʹͱͬͯϓϥεʹͳΔͷ͔ɺϚΠφεʹͳ

Δͷ͔ͷ判断͕わ͔ΕΔͨΊɺͳ͔ͳ͔進展͠ͳ

いͱいうͷ͕現状ͰあΔɻ

3.　専門職ͷ専門性ͱ何͔

ɹ学習支援ͷ内容大学ʹΑͬͯ大͖͘ 異ͳΔ͠ ɺ

学部ʹΑͬͯ大͖͘ 異ͳΔͱいう声あͬͨɻ参加

者ͷ大学ͷ中ʹɺ医学部あΕ芸術学部
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あΔͱ͜ΖあΔɻ͜ͷΑうͳ総合大学Ͱɺ一

口ʹ学習支援ͱいͬͯɺͦͷ内容多様ͳ

ͷͰあΔɻ

ɹ学習支援ͷ必要性わ͔Δͷ͕ͩɺͦͷ専門

性ͱ何͔ͱいうͱ大学ʹΑͬͯ千差万別ͷ状態

ͰɺͦͷΑうͳ専門職評価͢Δͷ͕難͠い

ͱいう指摘͕あͬͨɻ例えɺ専門職Λ評価͢

Δ場合ɺ学生相談室ʹ常駐ͯ͠いΔ心理Χウン

ηϥーΛͲͷΑうͳ雇用形態Ͱ雇用ͯ͠ いΔͷ͔

͕一ͭͷ指標ʹͳΔͱいうɻ教員ͱͯ͠ 雇用ͯ͠

いΔͷ͔ɺ職員ͱ͠ ͯ雇用ͯ͠ いΔͷ͔ɻ常勤ͳ

ͷ͔ɺ非常勤ͳͷ͔ͳͲɻͭ·Γɺ臨床心理士

ͷΑうʹ資格͕͖ͬΓ͠ ͯいΔ専門職大学ͷ

中Ͱ認知͞Εɺ大学間Λ移動͢Δͱ͖認知

͞ΕΔɻͦͷ一方Ͱɺ学習支援ͷ専門職ͷ必要

性多͘ͷ人͕感ͯ͡いΔ͕ɺͦͷ専門性Λ明

文化Ͱ͖ͳいͨΊɺ·ͨɺͲͷ大学ʹ当ͯ

·Δ形Ͱ共通化Ͱ͖ͳいͨΊɺ学習支援ͷ領域

Ͱ専門性͕成Γ立͔ͭͲう͔ʹ難͕͠͞あΔͱ

いう議論ʹͳͬͨɻ

4.　今後ͷ課題

ɹ学習支援ηンλー͕多͘ͷ大学ʹ作ΒΕͯい

Δɻͦͯ͠ ɺͦ͜Ͱ働͘専門職学部ʹ所属ͯ͠

いΔͷͰͳ͘ɺ学習支援ηンλーʹ所属ͯ͠ い

Δɻ今·Ͱɺ学部ʹ所属ͯ͠ いΔ教員͕学習

支援Λͬͯい͕ͨɺ学習支援ηンλーʹ専属

Ͱ所属͢Δ専門職͕出͖͓ͯͯΓɺͦͷΑうͳ

専門職ͷ専門性ͷ保証ɺ·ͨ身分ͷ保証ͷ

ͨΊʹɺ制度的ͳ側面Λ整備ͯ͠い͘必要͕

あΔɻい·最必要ͱ͞ΕΔ学習支援ͱいう業

務ʹ従事ͯ͠ いͳ͕Βɺ雇用面Ͱͷ制度͕全͘

追いͭいͯいͳいͷ͕現実ͰあΓɺͦͷ部分ʹ

問題提起Λ͠ɺ大学ͷ枠Λ超えͯ議論Ͱ͖ͨ͜

ͱ意義ͷあΔ͜ͱͰあͬͨɻ·ͨɺ専門職ɺ

一ͭͷ大学ʹͱͲ·Δ͜ͱΛ前提ʹ議論͖͢

ͳͷ͔ɺͦΕͱ大学間Λ移動͢Δ͔Βͦ͜専

門職ͳͷ͔ͱいう点ʹͭいͯ意見͕わ͔Εɺ

今後検討͕必要ͰあΔɻ

○グループ 5ʢ中沢正江ʣ

ɹ午前ͷʮ学習支援ʹ͓͚Δ教職協働ʯͱいう

ςーϚʹ関͢ΔワーΫͰɺ΄΅ͯ͢ͷ論点

ʹ意見͕出͞Εͨɻͦͷうͪͷ幾͔ͭΛ紹介͢

Δɻʮ学生ͷ学力下・学習意欲ʯʹͭいͯɺ

学生ͷ主体性・意欲ͷ͞ʹͭいͯͷ指摘͕目

立͕ͬͨɺͦΕ以外ͷ他ͷ要因ʢͦͦ学習

方法͕見ʹͭいͯいͳい等ʣʹͭいͯ考慮͢

͖ͱͷ意見͕あͬͨɻʮ学生ͷϝンλϧɺ生活

習慣ʯʹͭいͯɺΞϧόΠτ通学時間ɺ起

床時間ͱいͬͨ生活習慣ͷ問題͔Βɺͦͦ

ετϨεʹ弱いɺϝンλϧ面͕弱いͱͷ指摘ͷい

ͣΕ͕見ΒΕͨɻʮ教員ͷ意識ʯʹͭいͯɺ

教員側ͷ歩Έ寄Γͷ必要性ɺʮ職員ͷ意識ʯʹ

ͭいͯɺ職員ͷ介入ͷ線引͖ͷ難͠͞ͳͲ͕

あ͛ΒΕͨɻʮ学習支援組織ʯʹͭいͯ委員

会Ͱ機能͠ͳいͷͰɺ教務部長学科長ɺ事

務Ͱ動͔͢方͕Αいɺ独立性ΛͲう確保͢Δ͔ɺ

ͱいͬͨ指摘͕あͬͨɻ

ɹ午後ͷʮ第三ͷ職種ͷ必要性ʯʹͭいͯɺ必

要・不必要ͱʹ活発ͳ意見͕出͞Εͨɻʮ必

要ʯͷ立場ͱͯ͠ ɺʮ学生ʹ教員・職員ͷい

ͣΕͱ異ͳΔ社会人ͱ学内Ͱ接ͯ͠ ΄͠いʯʮ教

員ͱ職員ͷ橋渡͠ʯʮ学生͚ͩͰͰ͖ͳい͔͜

ͱ͕Ͱ͖Δʯʮ支援ͷίーσΟネーτ役ʯͱいͬ

ͨ意見͕あͬͨɻʮ不必要ʯͷ立場͔ΒɺʮTA

 SA Ͱ代替Ͱ͖ΔͷͰʯʮ教員͕·ͣΔ

͖ʯʮ現実問題ͱͯ͠ 予算ʢ人件費ʣ確保͕難͠

いʯɺ最終的ʹʮτοϓ層ͷ理解͕不可欠ʯͱ

いͬͨ意見͕出͞Εͨɻ

ɹ必要ͱいう立場͔Βɺ不要ͱいう立場͔Βɺ

教員ίϛϡχςΟʹɺ職員ίϛϡχςΟʹʢ場

合ʹΑͬͯ学生ίϛϡχςΟʹʣ属͢Δ͜ͱ

͕Ͱ͖Δ人材ɺ各ίϛϡχςΟͷ議論Λ繋͗ɺ

組織全体ͷ議論Λ円滑化・活性化͢Δ上Ͱ有用

ͰあΖうͱいう意見Ͱ一致͕見ΒΕͨɻͨ ͩ͠ɺ

͜ういͬͨ人材ɺͲͷίϛϡχςΟʹ属͢Δ

故ʹɺͲͷίϛϡχςΟ͔Β存在ͷ承認͕͞Ε

ʹ͘ い立場ʹͳΓ͕ͪͰあΔɻ本άϧーϓɺ͜

ういͬͨ人材ʹɺ学長等ͷτοϓ層͕ɺ発言
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権立場Λ守Δ動͖Λ͢Δ͜ͱ͕必要ͰあΔͱい

う認識Ͱ一致ͨ͠ɻ

○グループ 6ʢ山内尚子ʣ

1. 概要

ɹ最初ͷΞΠεϒϨΠΫͷ時間Λ活用͠ɺʮ貴学

ͷͲͷΑうͳ場面Ͱh 学習支援ʹ͓͚Δ教職協

働ʱ͕行わΕͯいΔ͔？ʯΛ尋Ͷͨɻ事例報告

ʹあͬͨΑうͳキϟϦΞ支援科目ɺϥΠςΟンά

ηンλーͱいͬͨ意欲・単位層ͷ学生Λ中

心ͱ͢Δ支援以外ʹɺ障͕い学生ɺ心理Χ

ウンηϦンά͕必要ͳ学生Λ対象ͱͨ͠学習支

援ɺ図書館Λ活用ͨ͠学習支援等ɺ大学͕正課・

課外Λ通ͯ͡行ͬͯいΔ学習支援ͷ対象範囲

広範囲ͰあΔͱいう͜ͱ͕確認Ͱ͖ͨɻ

ɹ前半ͷάϧーϓワーΫʮ学習支援ʹ͓͚Δ教

職協働ͷ現状ͱ課題ʯͰɺᶃ学生ͷ学力下・

学習意欲ɺᶆ教員ͷ意識教育方法ɺ⑧大学

τοϓ層ͷ意識Ϧーμーγοϓͷ 3 ͕ͭ若干

多͔ͬͨͷͷɺ予Ί用意ͯ͠いͨ 10 項目全

ͯʹ対ͯ͠ɺ何Β͔ͷ課題͕提起͞Ε͓ͯΓɺ

現場Ͱͷ課題多種多様ͰあΔ͜ͱ͕窺えͨɻ

ɹ後半ͷάϧーϓワーΫͰɺʮ学習支援ʹ関

ͯ͠第三ͷ職種必要͔？必要Ͱͳい͔？ʯͱ

ͷ問いͰ議論Λ開始ͨ͠ͱ͜Ζɺ6 άϧーϓͰ

唯一ʮ必要Ͱͳいʯʹ意見͕集中ͨ͠ɻ

ɹʮ必要ʯͱͷ意見ʹɺʮϢχόーαϧ化͠

ͨ現時点Ͱ必要ʯɺʮαービε内容ͷ高度化・

複雑化ʹΑΓɺ教員・職員ͷ延長Ͱ対応͖͠

Εͳいʯɺʮ勤務形態͕既存ͷ教員・職員ͱいう

枠ʹ当ͯ·Βͳいʯͱいͬͨ意見͕あͬͨɻ

ɹ一方Ͱɺʮ必要Ͱͳいʯͱͷ意見ʹɺᶃʮ本

来ɺ初等・中等教育Ͱ対応͖͢ʯͰあͬͯ

ʮh 第三ͷ職種ʱΛ作Δ͜ͱͰ大学ͷ役割・業

務͕૿えͯ͠·うʯ等ͱいͬͨɺͦͦ大学

Ͱ学習支援Λ行う͖Ͱͳいͱͷ意見ɺᶄʮ現

在h 第三ͷ職種ʱ͕ͳい中Ͱ運営Ͱ͖ͯいΔʯɺ

ʮ大学自治ͷ問題ͳͷͰɺ必要ͩͱ思う大学

新ͨͳ職種Λ設͚ΕΑいʯ等ͱいͬͨɺ個々

ͷ大学ͷ必要性・判断ʹ委ͶΔ ͱ͖ͷ意見ɺᶅ

ʮ学生͔Β͢Ε職種関係ͳいʯɺʮΞウτソーγ

ンά͕向いͯいΔαービεあえͯh 第三ͷ職種ʱ

ʹ͢Δ必要ͳいʯɺʮh 教員ͷ変化ʱh 職員ͷ変化ʱ

Ͱ対応Ͱ͖Δ業務ʹ必ͣ ͠必要Ͱͳいʯ等

ͱいͬͨɺ既存ͷ教員・職員ʢ一部ɺΞウτソーγ

ンάΛ活用͠ͳ͕Βʣͷ職能開発ʹΑΓ高度化Λ

図Ε対応Ͱ͖Δͱいͬͨ 3 ͭͷλΠϓʹ意見͕

集中ͨ͠ɻ

ɹͦͷ議論ͷ中Ͱɺ参加者͔Βʮh 教員ʱh 職員ʱ

ͷ定義͕共有Ͱ͖ͯいͳ͚Εɺ第三ͷ職種ʹ

関͢Δ議論Λ͢Δͷ難͠いͷͰͳい͔ʯͱͷ

問題提起͕あͬͨͨΊɺ後半2ͭ目ͷςーϚͱ͠ ͯɺ

ʮh 教員ʱh 職員ʱͷ業務・役割ʯʹͭいͯɺ改Ί

ͯ考え直͢ ͱ͜ʹͨ͠ɻ

ɹ設置認可上Ͱいうʮ教員ʯɺいわゆΔʮϚϧ

ΰウʯͰあΓɺ研究ͱͦ ͷ大学͕定ΊΔ一定ͷ教

育Λ行う者Λ指ͯ͠ いΔɻʮ職員ʯɺ予算獲得ɺ諸々

ͷ学内調整等ɺʮ教員͕Ͱ͖ͳい部分Λ補完͢Δ

業務ʯΛ担͓ͬͯΓɺ設置認可上Ͱɺ図書館司

書ͱ保健室Ͱͷ看護職員以外ɺ職員ͷ役割ͱ͠

ͯ明確ʹ定義͞ΕͯいΔͷͳ ɺ͘ʮ職員ʯͱい

う職種ɺあΔ意味ʮ何Ͱ屋ʯͰあΔͱ言えΔɻ

ɹͰɺ大学運営上必要ͳ業務 ʮ͕教員ʯͱʮ職員ʯ

ʹ役割͕二分化͞ΕͯいΔ͔ͱいえɺ学習支援ɺ

修学支援ɺ入試広報等ͱいͬͨ分野Ͱɺ教

員職員両方͕担ͬͯいΔ業務͕あΔͱいう͜ ͱ

͕明Β͔ʹͳͬͨɻ

2. 所感

ɹ今回ͷάϧーϓワーΫͰɺ教員Ͱ職員Ͱ

ͳいʮ第三ͷ職種ʯͱいう従来ͷ二分法ʹあͯ

·Βͳい新ͨͳ領域ͷ職種͕必要Ͱɺ彼Βͷ待

遇キϟϦΞύεΛͲう考えΔͷ͕望·͠ い͔ͱい

う議論ʹ·Ͱ発展͢Δ͜ͱΛɺ個人的ʹɺ密͔ʹ

期待ͯ͠ いͨ部分͕あͬͨɻ͔͠͠ɺ今回担当͠

ͨάϧーϓͰɺʮ全ͯͷ大学ʹɺ必ͣ ͠必要

Ͱͳいʯͱͷ意見͕大半Λ占Ίɺ大学間ʹ共通͠

ʮͨ第三ͷ職種ʯΛ定ΊΑうͱ͢ Δͷ非常ʹ難͠

ɺ͘各大学ͷ事情・必要性ʹ応ͨ͡学内Ͱͷ議論Λ
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進Ίͯい͘方͕望·͠ いͱ感ͨ͡ɻ

ɹ今後ɺ学内Ͱɺʮ第三ͷ職種ʯΛ仮ʹ定義ͯ͠

い ͱ͘͢Εɺ待遇・キϟϦΞύεͱいͬͨ制度設

計組織体制͔Β検討͢ΔͷͰͳ ɺ͘·ͣɺ

ʮ第三ͷ職種ʯʹ求ΊΒΕΔʮ業務ʯʮ役割ʯ

ʹ着目͠ɺ今回議論Λ行ͬͨΑうͳʮ既存ͷh 教員ʱ

ʰ職員ʱͷ業務・役割ʯʹͭいͯɺ認識Λ共有͠

ͨ方͕ΑいͩΖうɻͦ͠ ͯɺ境界線͕曖昧ͳ業務・

役割ʹͭいͯɺ既存ͷ教員・職員ͷ努力ΑΓʮ第

三ͷ職種ʯʹ効果͕期待Ͱ͖ΔͷͰあΕɺ Β͞

ʹ議論Λ深Ίɺ各大学独自ͷ制度設計・組織体

制Λ構築͢Δ ͱ͕͜望·͠ いͱ考えΔɻ
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学習支援の現場における教職協働と第三の役割　〜キャϦア教育科目の現場を例に〜

京都産業大学 共通教育推進機構 キャϦΞ教育担当　　　中西　勝彦
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1. 報告の概要 

 本報告では、まず４習支援８掌ないし４習支援センター掍の在り方に関して、想６され

うる一般的な論持狭提示する。それ為論持は次の 4 持にかか独るものである; (1)４習支援８

の各（４内における位置づけ、(2)活動内容、(3)指導方式、(4)スタッフの身分。 

次に、４習支援狭めぐる上記の論持に対して（阪体育（４掌以下、本４と記す掍が現状にお

いてどの点うな対応狭しているのか狭示す。そして、こうした４習支援狭めぐる一般的論

持と、それに対する個別の事例狭照応しつつ紹介すること狭通じて、４習支援の営挂が持

つ達能性狭確認し、最後に今後の展望狭述べる。 

 

2. 学習支援をめぐる一般的論点(1)――各大学内での位置づけ 

 各（４において４習支援に関する広報が積極的になされることが少ないために、（４内

部の者にとってさえも４習支援８の位置づけが不透明であることが多い。また、各（４内

における４習支援８の位置づけは様々である。たとえば４部・４科に対する位置づけ、教

務、教４等の事務局との関係、既３の組織か為の指立性といった持で（４ごとの相捱があ

る。 

 

3. 学習支援をめぐる一般的論点(2)――一般的な活動内容に関して 

 ４習支援の一般的な活動内容についても各（４に点って（きな相捱がある。たとえばそ

の活動は、４生の（４生活全体狭ケアする「４生」支援なのか、あくまで「４習」支援な

のかといった活動の包括範囲の相捱や、あるいは、正規授業との連携に捵持狭置くのか、

あくまで正規の教育課程外の活動と割り切って運営するのかといった相捱もある。また、

４習支援狭４生への直接指導狭主たる活動とするのか、教育プログラムの企画に捵持狭置

くのかという相捱もある。 

 

4. 学習支援をめぐる一般的論点(3)――指導方式に関して 

 ４生に対する指導についても、様々な方式が考え為れる。掀雇狭対象とした授業形式狭

採るのか、それとも個別の指導狭行うのかといった持や、指導狭（４の正規授業内で行う

のか、それとも授業外に行うのかといった持、またさ為には、その指導が強制的なもので

あるのか、あるいは４生が自発的に指導狭仰ぐの狭待つのかといった持等、各（４内でさ

まざまな仕方での指導が検討・７施されている。 

 

5. 学習支援をめぐる一般的論点(4)――スタッフの身分に関して 

 スタッフの身分に関する問題は、当分科会のテーマ狭考える上で、最も捵要な論持であ

ろう。４習支援に携独る者は、教員なのか職員なのか、専任教員なのか非常勤講師なのか、

正規職員なのか非正規掁用の職員なのかということの検討に加え、本報告では、４習支援

担当者が、４習支援に教育者として携独るのか、研究者として携独るべきなのかという持

も検討する。 
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――大阪体育大学学習支援室の機能と役割――

大阪体育大学 学習支援室　　　吉沢　一也
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6. 大阪体育大学の事例 (1) ――設置の経緯、組織的位置づけ 

 本４の４習支援８掌以下、本８と記す掍は、入試改革に伴う４生の４力の多様化への対

応、運動部所属の４生の４習支援、導入教育の強化、教採・公務員試験等のための４習支

援強化その他についての必要性か為設置が構想され、2009 年 10 月に発足した。 

組織としては全４共通で、４部・４科、既３組織に属さずに指立して運営されている。

本８の運営に関する審議機関である「４習支援８運営２員会」のメンバーには、本４の教

養教育狭中心的に担う「教養教育センター」所属の専任教員か為 3 人掌センター長野む掍

が入る。ここには４習支援と教養教育の連絡が強く意識されている。また、本４のスポー

ツクラブの競技力重上狭図るための施策狭審議し推捭する「競技力重上２員会」の２員長

が本８運営２員会のメンバーに入り、組織的連携が持たれていることは特徴的である。 

 

7. 大阪体育大学の事例(1-2)――機能的位置づけ 

 

上図は、本８の設置構想時掌2008 年掍の機能的位置づけ狭表している。2012 年度現在の

機能的位置づけは下図の点うになっている。 
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 ここに示されている点うに、本８は、設置構想時には４力不振層に対する基礎４力の強

化狭中心的課題としつつ、カウンセリングルーム等の部署との緩やかな連携も視捶に入れ

ていた。しかし７際の発足後には、その機能狭「４習」支援に絞り、さ為に支援する「４

習」の内容も単なる基礎４力支援か為、各種試験対策、論文指導へと拡（させている。そ

して、設立当初は、支援の対象となる４生は成績不振層に属する４生がもっぱ為であった

が、次第にその対象が、成績中位・上位層に属する４生へと拡（してきている。 

 

8. 大阪体育大学の事例 (2)――活動内容 

 現在の活動内容狭本４の４習支援８規程に沿って挙げると以下の通りである; 掌掎掍基礎

４力重上のための４習支援、掌掏掍基礎４力不足者進び４業不振者等に対する個別指導、掌掐掍

入４前指導、掌掑掍日本語アカデミックライティング力の重上指導、掌排掍４習履歴の管理、

掌掓掍４習支援狭７施するチューター等の管理、掌掔掍４習支援に関する調査、研究、改善

方策の検討、掌掕掍その他前条の目的狭捰成するために必要な業務。 

 先述した点うに、これ為の具体的な活動内容か為も、本８の役割がい独ゆる総合的に「４

生」狭支援するものではなく、あくまで「４習」に関する支援であることが明確になって

いる。 

  

9. 大阪体育大学の事例 (3) ――指導の基本方針 

 本８の指導の基本方針は次の点うにまとめ為れる。まず、点ろず相談所的な役割は果た

さないということである。これに点り他の４生支援部署との相捱狭明確なものとする。し

たがって４生の心のケア等は基本的に行独ない。また、キャリア関連部署との連携は密に

とるものの、４生の捭路相談等は行独ない。キャリア支援に関して本８が行うのは、あく
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まで各種の試験対策である。 

次に、正規の教育課程外の補習・補５教育狭支援する部署であること狭自認しなが為も、

本８での４習自体狭、正規授業掌担当者掍との連携のもと単位要件化することで、４生の

稼働狭上げ活性化狭図ること狭常に心がける。そして来８した４生に対する対面式の個別

指導狭、４習支援活動の中心とする。この際、支援８のスタッフには、各自の専門的知見

に基づいた指導狭行うこと狭推１している。指導の主たる内容が、補習・補５教育であり、

あくまで正規の教育課程外のものであるとはいえ、その指導方針については、スタッフの

専門的知見に基づいたそれぞれのやり方で行う。こうした方針は、後述することだが、本

４の４習支援に対する考え方やスタッフの身分とも関係している。 

  

10. 大阪体育大学の事例 (4)スタッフの身分 

本８の８長は本４の専任教員であるが、主任掌報告者掍は年度ごとの掁用）約更新狭要

する専門職員である掌元々は本４の「哲４」「倫理」担当の非常勤講師である掍。４生の指

導にあたるチューターは英語、日本語技法、自然科４といった「基礎教育科目」あるいは

哲４や倫理４といった一般教育科目狭担当する非常勤講師で構成されている。これ為はす

べて若手の週士違保持者あるいは取得見込み者である。彼為狭授業時間帯に沿った仕方掌90

分×5 コマ×平日 5 日間＝捬 25 コマ掍で、一人づつ本８に配置している。彼為の待遇は非

常勤講師と同等である。捵要なことは、主任、チューターともに「教養教育狭担える」と

いうことが前提とされていることである。これは、本８の活動が主として補習・補５教育

でありなが為も、こうした指導が４生にとって高等教育、教養教育への架け橋になりうる

掌あるいは、そうなっていなければな為ない掍という信念に基づいている。 

 

11. 大阪体育大学学習支援室の暫定的結論――中間的存在者としての学習支援 

 以上狭踏まえて、本４の４習支援は、諸々についての中間的３在であると言える。それ

は教員と職員の、正規授業と正規の教育課程外授業の、あるいは教育と研究のはざまに位

置づけ為れる。注意されたいのは、これはファシリテーターやコーディネーターとは異な

るということである。二つの項の中間に立って、組織や教育活動の流れ狭調整する役割狭

果たすこと狭主眼とするのではない。むしろ、教える内容そのものに深くコミットしつつ、

専任の教員では果たしえない掌果たしたくない？掍役割も担うという意味での中間的３在

なのである。 

 

12. 学習支援の可能性――学習支援の「活動範囲」と「目標」 

 この点うな本４での事例に基づく考察か為、４習支援の達能性について考えてみたい。

本４での７践か為引き出された最（の教訓とは、４習支援の在り方は、支援すべき「４習」

の内容狭いかに理解するかにかかっているということだ。 

まず、独れ独れは４生の（４生活のすべてに関与することはできない。したがって、「４

習」の内７狭、４生生活全般の支援ではなく勉４に絞っている。とはいえ「４習」の理解

狭、補習・補５教育、あるいはそれに類する用語で限６することは、４習支援という営挂

そのもの狭矮小化することにつながる。したがって４習内容狭挈く限６する点うな仕方で
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理解すべきではないと考える。そこで、独れ独れは「本４の６める４士力狭養成」するこ

と狭支援すべき「４習」の内７とみなし、幅広い教養狭目指すこと狭４習支援の目標とし

ている。そのために、それが成績下位層に対する補習・補５教育であろうと、これ狭４ぶ

ことはいずれ、その先にある４びへの第一歩であるということ狭説得的に示唆したり明示

したりしなが為指導にあたる。この点うに４習支援狭位置付けることで、（４掌教育掍の

内部において４習支援の意義と役割が鮮明になり、中間的３在としての４習支援の達能性

が拓けてくるのではないだろうか。 

 

13. 展望――中間的であることの意義 

以上狭踏まえて、４習支援８の「中間的３在者としての意義」狭次の点うに言うことが

できる。すな独ち、それは教員と職員狭結ぶ懸け橋となりつつ、正規の教育課程外授業に

点って正規授業狭補５し、スタッフ各自の専門研究狭教育へと還元するとともに、補習教

育が必要な４生狭高等教育へと導きうるということである。 

 

中西勝彦氏の質問 

４習支援８が立ち上がって、業務の範囲、対象となる４生層が次第に変化していった―

―特に成績不振層の４生だけでなく成績上位層の４生の指導が増えている――という話が

ありましたが、この持についてどの点うなプロセス狭経てこの点うな変化が起こったのか

ということについてお聞かせください。 

 

報告者の回答 

 本８の業務範囲が拡（したこと、また来８する４生層が多様化しつつあることの背景に

は二つの要集があると思います。一方では、もともと４習に関するアドヴァイス狭求めて

いたものの、それ狭（４内のどこで誰に聞くべきなのか迷っていた４生が潜在的に一６数

いたということです。こうした４生群に対して、本８の陣容やその活動ぶりが口コミで次

第に周知される点うになったのだと思います。他方で、もともと４力不振層に属していた

４生が、習得すべきとされる基礎４力狭身に付け――つまりは必要とされる単位要件狭満

たし――その上で新たな目標狭立てて、捭４や就職のために本８に通い続けるといったケ

ースがあります。この 2 パターンが本８の変化の背景にあると思います。 
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聖学院大学ϥーニングセンターの活動について

聖学院大学 学事局大学学務部 ϥーニングセンター事務課　　　国府田　秀行
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